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要旨　「健やか親子 21（第 2 次）」では低出生体重児の割合が増加していることが課題として挙げられており、
妊娠前から予防可能な取組を強化することが求められている。そこで本研究では、若年女性の食生活とライフ
スキルに焦点をあて母子保健事業への対策に向けて検討した。A 大学に所属する女子大学生 171 名（栄養学
科を除く）を対象に食物摂取頻度調査及びウィメンズヘルスに活用できるライフスキル測定尺度を用いてアン
ケートを実施した。対象者を BMI で 3 群にわけたところ、肥満群にて感情対処スキルと自律心スキルが有意



































































　A 大学に所属する大学 1 年生（栄養学を専門とす
る学生を除く）の女性 171 名である。
２．研究方法















が 5 点、「あてはまる」が 4 点、「どちらともいえな
い」が 3 点、「あてはまらない」が 2 点、「全くあて














＜ 18.5）」、「普通（18.5 ≦ BMI ＜ 25.0）」および「肥




推奨摂取量である 240µg 未満群と 240µg 以上群に





尺度は 38 問 5 段階評定であり、各ライフスキルは 5
段階評定の平均点を、ライフスキル総合得点は 5 点




有効な回答者は 163 名である（有効回答率 99.3%）。
































　 対 象 者 全 員 を BMI で 分 類 し 更 に 葉 酸 摂 取 量







 BMI 生活拠点 身体活動レベル 







































（20 〜 29 歳女）と比較したところ、BMI について
は、対象者の女子学生はやせ 20.2％、普通 77.3％、
肥満 2.5％であり、国民健康・栄養調査の結果で
は、女性のやせ 21.5％、普通 67.8％、肥満 10.7％で
あったことから、対象者の女子学生は同世代（20 〜
29 歳）と同程度の体型であることが明らかとなっ
た。わが国の女性の平均 BMI は 35 年前（昭和 55
年）と比較するとどの年代もやせが増加傾向にあ








している。また、日本人女性は 15 歳頃から BMI が
ほとんど増加しないばかりか、20 代前半にかけては
むしろ年々減少していくという傾向が認められてお















































① ② ③ ④ ⑤
①と② ③と④ ②と④ ①と③と⑤やせ 普通 肥満
240㎍未満 240㎍以上 240㎍未満 240㎍以上 240㎍未満
n=19 n=14 n=88 n=38 n=4
自己効力感
（平均値）
Ave 2.98 3.14 3.14 3.24 3.11
n.s. n.s. n.s. n.s.
SD 0.59 0.68 0.59 0.59 0.67
自己信頼
（平均値）
Ave 3.58 4.02 3.69 3.78 3.53
* n.s. n.s. n.s.
SD 0.44 0.45 0.38 0.46 0.40
対人関係
（平均値）
Ave 3.87 3.96 3.91 3.89 3.59
n.s. n.s. n.s. n.s.
SD 0.56 0.57 0.45 0.53 0.30
自己認識
（平均値）
Ave 3.09 3.52 3.22 3.38 2.83
** n.s. n.s. n.s.
SD 0.41 0.53 0.52 0.63 0.31
感情対処
（平均値）
Ave 3.66 3.75 3.47 3.55 3.00
n.s. n.s. n.s. n.s.
SD 0.50 0.57 0.62 0.53 0.25
自律心
（平均値）
Ave 3.00 3.14 3.11 3.28 2.44
n.s. n.s. n.s. *
SD 0.58 0.73 0.61 0.62 0.11
総合得点
（平均値）
Ave 3.39 3.64 3.47 3.56 3.18
n.s. n.s. n.s. n.s.
SD 0.27 0.38 0.32 0.40 0.23
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